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１．序論 

1.1．研究の背景 

1.1.1．観光支援システムの必要性 

一般的に観光を目的とした旅行では，観光客の嗜

好や観光スポットの営業時間などの静的な情報と，

観光地の混雑状況や期間限定のイベント等の動的な

情報の両方を反映させた観光計画を提供することが，

満足度の高い計画の立案につながる．しかしながら，

このような動的な情報を収集・管理・保管すること

は，観光地の管理者（行政担当者や業者など），観光

客にとって，多くの時間的・経済的・労力的な負担

となる．そのため，観光情報の提供などの観光支援

が必要である． 

 

1.1.2. デジタルツイン 

2022年 3月に策定された地理空間情報活用推進基

本計画によると，国土交通省は都市のデジタルツイ

ンと新たなソリューション創出を実現するために，

3D 都市モデルの整備・活用・オープンデータ化のリ

ーディングプロジェクトである「Project PLATEAU」

を推進している．デジタルツインとは，現実の世界

から収集した様々なデータを，まるで双子であるか

のようにコンピュータ上で再現する技術である．本

研究で構築するシステムでは，図 1 のイメージに基

づいて，デジタルツインを実現することを目指す．

まず現実の観光地を仮想空間上に再現し，各ソーシ

ャルメディアからの情報や観光 Web サイトから入

手した観光情報を，データベースに蓄積する．これ

らの情報を活用した仮想空間を利用者が利用するこ

とで，観光をする前の旅行者の情報収集等で現実の

観光に寄与させることを狙う．このようなサイクル

を実現することで，利用者の観光意欲を持続的に喚

起させ，観光行動を誘発することを期待する． 

 

1.1.3．COVID-19 感染症の影響 

2019年に発生したCOVID-19の感染症拡大の影響

を受けて，日本人国内旅行消費額が 50％以下に減少

した（観光庁, 2022）．しかし，公益財団法人日本交
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通公社の『新型コロナウイルス感染症流行下の日本

人旅行者の動向』によると，コロナ禍終息後の旅行

意向は「これまで以上に旅行に行きたい」と回答し

た人数が「これまでのようには旅行に行きたくない」

「まったく旅行に行きたくない」と回答した人数を

上回るため，コロナ禍終息後はこれまで以上に旅行

客が増加することが予想できる．さらに，旅行の計

画を立てるときや旅行先での行動において，「混雑の

回避」や「ツアー等への参加」に関する項目が今後

の旅行で意識されることがわかる．したがって，観

光客が混雑すると想定できる人気スポットの可視化

などが可能なシステムの提供の必要性が高まってい

ると考えられる． 

 

1.2. 研究の目的 

本研究では，観光口コミサイトやソーシャルメデ

ィアから収集した静的・動的情報を効率的かつリア

ルタイムに収集・更新する機能と，観光地の 3D 都

市モデルを活用した仮想現実（Virtual Reality: VR）

空間上に収集した情報を可視化して表示する機能に

よって，土地勘のない観光客に対して観光計画の作

成を支援するシステムを設計・構築することを目的

とする．本システムは，他者の観光を追体験できる

バーチャル街歩き体験機能を備えた観光計画作成支

援システム，Web-GIS を統合し，動的な情報を生成

するソーシャルメディアから収集したデータを活用

することで利用者の観光情報の収集にかかる負担を

軽減する． 

 

1.3．関連分野における先行研究と本研究の位置づけ 

本研究の関連分野の代表的な先行研究として，

Kurata et al.（2015）は，対話的な旅行プラン作成支

援システム「CT-Planner」を構築した．上田ら（2015）

は，利用者の観光中の行動から生成された事後情報

を他の人への事前情報として共有する観光支援シス

テムを提案した．Tan et al.（2020）は，リアルタイム

に Web ページを閲覧することができる井岡山

WebVR システムを構築した． 

本研究では以上の先行研究と比較して，観光計画

作成支援システムに Web-GIS を統合し，利用者間で

各自が作成した観光記録を二次元・三次元デジタル

地図上で可視化して共有できること，VR 空間上で

自由に街歩き体験ができる WebVR システムを構築

することの 2 点において独自性を示す． 

 

２．研究の枠組みと方法 

本研究では，3D 都市モデルを活用した観光計画作

成支援システムを設計･構築し，このシステムの運用

および評価を行う．運用対象地域における長期間の

本運用を想定しているため，事前に運用試験を実施

し，ヒアリング調査を行い，改善点の抽出とシステ

ムの再構成を行ったうえで本運用を実施する．本運

用後，利用者へのアンケート調査とログデータのア

クセス解析を行うことで，本システムを評価する． 

図 1. 本システムにおけるデジタルツインのイメージ 
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３．システム設計 

3.1．システムの特性 

本システムは，図 2 に示すように，観光計画作成

支援システム，Web-GIS で構成される．また，観光

Webメディアとソーシャルメディアの情報を効率的

に収集することで，持続的な情報提供と人気スポッ

トの推定が可能となる．これらに必要な情報はデー

タベース内に保存し，適宜参照する． 

また，崎山ら（2022）は，デジタル技術を用いた

観光コンテンツにおいて VR を利用する企業・自治

体を対象とし，ユーザ調査を行った．この調査結果

によると，観光コンテンツにおける VR の可能性と

して，VR ならではのスケール感，自分で好きなよう

に街を回れること，良質な観光の下見，観光体験の

思い起こしができることがあげられた．課題として

は，VR 酔い，再現度が不十分であることがあげられ

た．本研究ではこれらに対する解決策として，ヘッ

ドマウントディスプレイ（Head Mounted Display; 

HMD）を使用せずに，Web 上で完結するインタフェ

ースを用いることで酔いを防止し，また観光に関す

る動的な情報を二次元・三次元デジタル地図上に重

畳表示することで情報の不足を補填する． 

 

3.2．システムの設計 

1) 観光計画作成支援システム 

利用者の観光情報の収集にかかる負担を軽減する

ため，システムに登録された観光スポットを周遊す

る観光計画の作成と，観光経験があるユーザによる

観光記録の共有，そして観光地を再現した VR 空間

で他者の観光を追体験するバーチャル街歩き体験が

できる． 

2) Web-GIS 

本システムでは ESRI 社の提供する Web-GIS であ

る ArcGIS API for JavaScript を使用する．ユーザが特

別なソフトウェアをインストールする必要がなく，

Web ブラウザ上で使用でき，デジタル地図上での経

路探索や情報の可視化が可能である．Web-GIS で使

用するデジタル地図として，国土地理院から配布さ

れる地理院地図等のオープンストリートマップを活

用した 2Dマップと，国土交通省が「Project PLATEAU」

で配布しているオープンデータである 3D 都市モデ

ルを活用した 3D マップを構築する． 

3) ソーシャルメディア 

動的な情報を生成し，情報収集に活かすために

Instagram, Twitter，Flickr，YouTube，観光用ウェブカ

メラのAPIを使用してリアルタイム性の高い情報を

図 2. システムの設計図 
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収集して表示する．投稿数の多い観光スポットを地

図上で可視化することで，人気のスポットを直感的

に把握することができる． 

 

3.3．システムの有用性 

本システムの有用性は以下の 3 点である． 

1) 効率的に観光の下見ができること 

3D 都市モデルを活用したバーチャル街歩き体験

を通して，観光地を初めて訪れる観光客にとっても，

直感的に観光の下見ができる．360 度カメラを用い

たパノラマ写真を表示するシステムとは異なり，VR

空間上で視点を自由に操作し観光地を周遊すること

で没入感を得ることができる．また，他のユーザが

作成した観光記録を共有できる機能を用いて，観光

計画を立てる際の補助とすることができる．  

2) 動的な情報を取得できること 

ソーシャルメディアから収集する観光スポットに

関する情報は時系列順に表示されるため，リアルタ

イム性の高い情報を GIS の二次元・三次元デジタル

地図上に容易に可視化することができる．また，シ

ステムに直接投稿された口コミも時系列情報を持つ

ため，利用者に効果的な情報提供を行うことができ

る． 

3) 観光スポットの位置を把握しやすいこと 

Web-GIS を用いて観光スポット情報をデジタル地

図上に表示することで，利用者は各観光スポットの

位置を容易に把握するため，土地勘の乏しい人であ

っても，観光スポット間の距離や観光ルートを具体

的に把握することができる． 

 

４．システム構築 

4.1．フロントエンド 

1) バーチャル街歩き体験機能 

図 3 に示すように，他者が投稿した観光記録を選

択すると，VR 空間上で追体験することができる．体

験中は視点を周囲に動かすことで，周遊経路周辺の

観光スポット情報やソーシャルメディア情報を見る

ことができる．また，他の観光記録を選択せずに，

VR 空間上を自由に周遊できる． 

2) 観光計画の作成機能 

図 4 に示すように，Web-GIS のデジタル地図上で

選択した観光スポットを追加し，観光計画を作成す

る．また，観光計画の作成機能ではデータベースに

保存された観光スポットの一覧が表示されるが，利

用者が新しい観光スポットを追加し，データベース

に保存することも可能である． 

3) 観光記録の作成・共有機能 

実際に観光をした後に，周遊した観光スポットの

口コミや感想を追加して観光記録を作成する．図 5

に示すように，作成した観光記録を投稿し，他者と

共有することができる．また，他者の作成したプラ

ンに対して，「いいね」ボタンで評価することも可能

である． 

4) 利用者登録機能 

本システムの独自機能の多くは，利用にかかる負

担を軽減するために，利用者登録の必要なく利用す

ることができる．ただし，観光記録の共有機能を利

用する場合には利用者登録をする必要があり，登録

後，他者の投稿した観光記録の保存や，「いいね」ボ

タンによる評価機能を利用することができる． 

 

4.2．バックエンド 

1) ソーシャルメディア情報の表示処理 

 各ソーシャルメディアの投稿の位置情報，テキス

ト情報から観光スポットに関連した情報を抽出しデ

ータベースに登録する．また，それぞれの観光スポ

ットごとに情報を統合し，Web-GIS 上に表示する． 

2) 観光スポット間の最短経路の導出 

観光スポット間の経路は最短経路を導出する．最

短経路は ArcGIS の道路データベースを利用して算

出する． 

 

4.3．インタフェース 

本システムは携帯情報端末と PC からの利用を想

定している．そのため，どちらからアクセスしても，

同様の機能が利用できるように設計する． 

 

５．まとめと今後の研究計画 

本研究では，観光計画作成支援システムと Web-

GIS を統合するとともに，3D 都市モデルを活用し， 
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図 3. バーチャル街歩き体験機能 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4. 観光計画の作成機能 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5. 観光記録の作成・共有機能 
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バーチャル街歩き体験が可能な観光支援システムを

構築した．本システムの有効性は，効率的に観光の

下見ができること，動的な情報を取得できること，

観光スポットの位置を把握しやすいことの 3 点であ

る．本システムの機能は，バーチャル街歩き体験機

能，観光計画の作成機能，観光記録の作成・共有機

能，利用者登録機能の 4 機能であり，これらの機能

に対してバックエンドで処理を行う． 

今後の研究計画は，第 2 章の研究の枠組みに基づ

いて，本システムの運用・評価を行い，評価結果に

基づいて機能の拡張・改善を行うことである．また，

本システムの運用対象地域として，大阪府大阪市を

選定する．この理由は，国内旅行者が全国から多く

集まること，観光スポットの訪問，食事や買い物等

の旅行目的に合わせて様々な観光形態があること，

魅力的な観光スポットが密集していることである． 
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